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論文 クリッドシステムによるパターン展開2
はじめに
東洋陶磁史上青白磁はすでに北宋時代に造形スタイル
が完成され、美的様式は頂点に達している 。 従って現代
の青白磁の制作は新しい文脈を必要としている。
青白磁の様式はもともと具象から抽象まであり 、今日
なお圧倒的に北宋代の影響下にある 。 青白磁の近代的指
向として北宋スタ イルから脱皮して、純粋な幾何学文様
をモチーフとして考察してみたい。
本研究は前回の継続研究として第2固となる 。 前回と
同様に青白磁大盤の制作のモチーフに使うことを前提と
している 。
1.研究の考え方
1）グリッドシステムの持つシンメトリーの連続的展
開を基本構成とする 。
2）グリッドシステムの持つグリッドそのものを使わ
ずグリッド軸上にもう一つの基本形態ユニットを
置き、グリッドに従って展開するシステムを使う 。
3）基本ユニッ トの形態は円形とする 。
4）グリッドシステムは一種の分割システムの要素が
あり、ここでは青白磁に展開するため4分割を条件
とする 。
2ユニットとグリッド
1）ユニットは正三角形とする 。
2）グリッドは相対する三個のユニットから成立する
菱形とする 。
3）グ リッドの菱形を基本として構成しベース ・ グリ
ッド（図1）を作成する。
3基本ユニットのグリッド化（図2)
1）基本ユニットは円形とする 。
2）円形ユニットは菱形グリッドを基本軸としてべー
ス ・グリ ッド上を展開する 。
3）円形ユニットは規則的なピッチで展開すること 。
離れすぎたり、密着しすぎたりする不規則性があ
ってはならない。
4パターン（図3)
1）菱形グリ ッドの交点が円形ユニッ トの展開の中心
であるとと 。
2）ユニットを用いたグリッドシステムの特徴を生か
して、ユニットの展開は遠近感（パースペクティ
ブ）をもとめる 。 すなわち、図2のオーバーラップ
したところの重なりの位置関係を明示する 。
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図2 基本ユニ ッ トのグリッド化
3）円形ユニットのオーバーラッピングは疎にならず
密にならざること 。
5. グラデーション （図4)
1）グラデーションは青白磁の紬薬が実際に表現可能
なグレースケールを効果的に見て5段階とする 。
2) 5段階のグラデーションはパターン（図3）をより
鮮明にするように配分する 。
3）グラデーションは前述 4.3）項の遠近感を演出する
ょう正確な規則的階調を持って配分しなくてはな
らない。
4）第1グラデーションは白でなく 5%程度のグレイス
ケールに設定する 。
6.デザイン図（図5)
1）上記の条件を含めて考案したパターン予測図。
2）連続と重なりをもった幾何学文様が、遠近感によ
って一種のハレーション効果をもたらす。
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図3 パターン
図4 グラデーシ ョン
7.青白磁幾何文大盤の適応例 （図6 )
1）制作した青白磁大盤の寸ー法は焼成後の直径525mm、
高さ 45mm、グリッドの一辺47mm、円形ユニ ッ ト
の直径18.5mm。 重量5.98kg。
2）デザイン図と制作した青白磁とのギャ ップは少な
く、作品としては完成度の高い仕上がりである 。
大盤の場合は立体作品でありながら、モチーフは
平らな底面上を展開するので、デザインの歪みは
現れない。
3 ） 今後の課題として、 工芸制作の多種に及ぶ形態の
作品の曲面に、対応できるグリ ッ ドシステムによ
るパターンデザインを考察 しなくてはならない。
またそれは新たな発見をもたらすと予見される 。
8固 まとめ
前回の研究はベース・グリ ッ ドに四種の変化したパタ
ー ンが重なりあ って、合成パターンを造形したものであ
った。 このたびの研究は菱形のグリ ッ ドシステム上に、
円形ユニ ッ トが連続して重なりあって展開したものであ
る 。
グリ ッ ドシステムはモダンデザインの造形論理である
が、工芸の創作論理にも適応すべく方法論として実験研
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図5 デザイ ン図
図6 青白磁幾何文大盤
究 したものである 。
影青の新たな可能性をもとめて引き続き継続してグ リ
ッドシステムを研究していきたい。
参考文献
l.H. ステイ ンハウス 『数学ス ナ y プ ショット』紀伊国屋書店、
1957 
2. ドリス シュ 7 ト シュナイ ザー 『エ y シャ ー・ 変容の芸術j 日本
経済新聞社、1991
3.Wichmann Hans: Von Mo11 is Memphis, Basel, 1990 
4コ ク セ ター f幾何学入門J 明治図書、 1994
